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九
月
二
十
二
日
、
第
七
期
鳥
取
市

解
放
大
学（
〇
三
〜
〇
四
）の
生
徒

五
二
名
が
卒
業
を
迎
え
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、
「
反
差
別
・
人
権

〜
私
の
生
き
方
〜
」
を
、
今
年
度

は
、
「
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

テ
ー
マ
に
学
び
ま
し
た
。
そ
し

て
、
卒
業
レ
ポ
ー
ト｢

人
権
の
ま

ち
づ
く
り
〜
私
の
提
言
〜｣

に
ま

と
め
ま
し
た
。

　

こ
の
二
カ
年
の
研
修
で
は
、
差

別
の
現
実
を
知
ら
な
か
っ
た
自
分

に
気
づ
き
、
改
め
て
、
ど
う
す
れ

ば
差
別
を
な
く
す
側
に
立
つ
生
き

方
が
で
き
る
の
か
、
自
分
に
で
き

る
こ
と
は
な
に
か
、
を
仲
間
と
議

論
し
な
が
ら
問
い
続
け
て
き
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
多
く

の
も
の
を
得
た
よ
う
で
す
。

〝
自
分
を
語
る
こ
と
は
苦
し
い
け

れ
ど
、
安
心
感
が
あ
っ
た
。〞

　

こ
の
卒
業
生
の
言
葉
は
、
反
差

別･

人
権
の
同
じ
目
標
を
も
つ
仲

間
と
の
つ
な
が
り
の
な
か
で
、
自

分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
差
別
の

か
ら
く
り
を
知
り
、
取
り
組
み
に

よ
っ
て
な
く
せ
る
と
い
う
展
望
を

も
ち
、
仲
間
が
い
る
か
ら
で
き
る

と
い
う
勇
気
と
希
望
を
得
た
自
己

変
革
の
過
程
を
歩
み
始
め
た
よ
う

で
す
。
卒
業
レ
ポ
ー
ト
か
ら
も
、

自
分
の
住
む
鳥
取
を
人
権
の
ま
ち

に
し
た
い
と
い
う
熱
い
思
い
が
伺

え
ま
す
。

〜
卒
業
生
か
ら
の
主
な
提
言
〜

『
鳥
取
市
に
は
人
権
に
関
す
る
資

料
館
が
な
い
。
解
放
大
学
生
の
総

意
で
求
め
て
い
き
た
い
』
、
『
公

民
館
に
人
権
セ
ン
タ
ー
的
機
能
を

置
き
、人
権
相
談
シ
ス
テ
ム
を
つ

く
る
』、『
解
放
大
学
の
充
実
と
卒

業
生
の
活
用
を
は
か
り
、
人
権
教

育
・
啓
発
を
推
進
し
て
い
く
』、

『
市
民
と
行
政
と
の
協
働
で
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
・
デ
ザ
イ
ン
を
基
に
し

た
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
』

卒
業
生
た
ち
に
は
、
こ
れ
ら
の

提
言
の
実
現
を
め
ざ
し
た
取
り
組

み
が
、
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
そ
の

も
の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
地

域
や
職
場
で
の
実
践
を
期
待
し
ま

す
。
反
差
別･

人
権
の
取
り
組
み

は
、
解
放
大
学
の
場
で
終
わ
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
権
は
伸
展
し

て
い
く
も
の
で
す
。
つ
な
が
り
を

大
事
に
し
て
共
に
歩
む
仲
間
で
い

て
欲
し
い
も
の
で
す
。

　　

さ
て
、
い
よ
い
よ
新
鳥
取
市
の

ス
タ
ー
ト
で
す
。
来
年
の
解
放
大

学
は
、
第
八
期
（
〇
五
〜
〇
六
）

を
迎
え
ま
す
。
人
権
尊
重
都
市

の
実
現
に
寄
与
す
る
た
め
、
「
出

会
い
、
発
見
、
新
た
な
自
分
づ
く

り
」
が
で
き
る
よ
う
、
体
系
的
で

充
実
し
た
内
容
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
み
な
さ
ん
、
反
差

別
・
人
権
の
社
会
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
、
ま
た
、
新
た
な
出
会
い
を

求
め
て
、
解
放
大
学
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

㈶
鳥
取
市
人
権
情
報
セ
ン
タ
ー

（
☎
24

－

３
１
２
５
）

自分を語ることの大切さと、安心を実感
～受けとめてくれる仲間がいたから～

同和問題
シリーズ

いのち・愛・人権

325

卒業は、終わりではなく始まりだ

　５年前からの念願だった解放大学を受講
できたことを嬉しく思います。しかし、過
去の私のように受講したくともできない人
が沢山いることを忘れてはならないと思い
ます。
解放大学で学んだことは、たくさんの講
師の方との出会いから、一つの言葉の裏に
ある背景に気づくことです。フィールドワ
ークでは、改めて差別の現実や取り組みを
自分の体験で知ることの大切さに気づきま
した。
そして、グループ討議では、常に自分が
問われました。自分を語ることの難しさ、
不安、苦しさ、しかし、語ることがどんな
に大切で、安心感をもたらすかということ
を実感しました。受けとめてくれる仲間が
いたからです。
つながりの素晴らしさ、運動することの
素晴らしさを忘れず、第７期生全員で、共
に新しい一歩を踏みだしていきましょう。

（卒業生のレポートから）

自
己
変
革

〜
仲
間
と
の
つ
な
が
り
で
〜

卒
業
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

新
た
な
出
会
い
を

グループに別れ、議論する生徒のみなさん


